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 専修大学社会科学研究所の実態調査で 2014 年 2 月 25 日（火）から 27（木）まで、長野県飯
田市を訪問した。毎日、朝から夕方までぎっちりとスケジュールが組まれており、講演と実態
調査が続いたが、講演の中で 2、3 人の講師の方々が飯田市は伝統産業の水引（みずひき）（写
真 1,2、参照）が有名で、生産額は全国一であるということを話していた（注 1）。 
 


























































































1、明治 37（1904）年、田中虎治郎が屋外天日製造機を考案し、水引の半機械化を図った（注 17）。 
1、大正 2（1913）年、田中虎治郎の長男、宗吉（本家の田中長一との連名で）、改良巻取紙
切断機の実用新案登録、第 29801 号（注 18）。 
1、大正 6（1917）年、宗吉が 2 代目として事業を引き継ぐ。 
1、昭和 25（1950）年、個人経営から法人成りし、株式会社田中宗吉商店を設立。「御国」を
商標登録。 





1、昭和 59（1984）年、2 代田中宗吉の突然の他界により、長男康弘（3 代田中宗吉を襲名せ




 同社は明治 10 年の創業以来、伝統的地場産業、水引製造の元祖、老舗のひとつとして、先駆
者的立場から飯田の水引の名声を全国に高め、業界発展に寄与してきたのである。創業以来、 
－ 73 － 






















り上げを拡大し、平成 5 年までは順調に発展してきた。 
 ところが、平成不況が始まって以降、消費者の生活習慣の変化、節約志向によるジミ婚など
の影響をまともに受け、ブライダル市場の大変革とともに業界全体が構造不況に陥り、同社の














今や田中宗吉商店の代名詞となっている「御国」印は、昭和 25 年から今日まで約 60 年の歴
史と伝統を持ち、業界では一目置かれる存在であるという。同社の 2 代目、初代田中宗吉が、
水引を使うという素晴らしい国、日本を尊び、敬う気持ちから、この「御国」を創り、3 代目



























































































































































－ 79 － 
るだけではなく、水引デザイナーの養成にもなり、一石二鳥となるであろう。 
 




















注 2、 梶原勝美『ブランド・マーケティング研究序説Ⅰ』創成社、2010 年；『ブランド・マーケティン
グ研究序説Ⅱ』創成社、2011 年；『ブランド・マーケティング研究序説Ⅲ』創成社、2013 年。 
注 3、 たとえば、梶政華『やさしい花の水引アート』日貿出版社、2011 年；長浦ちえ『水引アレンジ
BOOK』（株）エクスナレッジ、2013 年；m90 デザイン室『水引デザイン』誠文堂新光社、2013
年；園部三重子監修、玉乃井陽光『開運水引』（株）日本地域社会研究所、2013 年。 
注 4、 語源由来辞典：http://gogen-allguide.com/mi/mizuhiki.html（2014/03/23 閲覧）。 
注 5、 同上；飯田水引のしおり‘結び’の郷。  
注 6、 http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E5%BC%95(2014/03/23 閲覧)。 
注 7、 水引の製造方法については、飯田水引協同組合『飯田水引産業史』pp.79-100、飯田水引協同組
合、平成 15 年、参照。 






注 9、 http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A3%AF%E7%94%B0%E(2014/03/24 閲覧) 
－ 80 － 
注 10、 飯田水引協同組合資料保存委員会「稲垣幸八・桜井文七翁の合同慰霊祭実施について」平成 24
年 09 月 22 日。 
注 11、 飯田市美術博物館柳田国男記念伊那民族研究所『飯田・上飯田の民俗Ⅰ』p.145、秀文社、2013
年。 











注 15、 以下の記述は、4 代目当主、株式会社田中宗吉商店代表取締役田中康弘へのヒアリングにもとづ
くものである。 
注 16、 飯田市美術博物館柳田国男記念伊那民族研究所、前掲書、p.147。 
注 17、 なお、田中式水引製造法として田中宗吉の名のもとに大正 5（1916）年、特許、第 28976 号が登
録された。 
注 18、 飯田水引協同組合、前掲書、p.120。 
注 19、 田中宗吉商店パンフレット「御国金封録 色彩幻想」。そこでは、同社のことは、御国印 各種
水引元結・祝儀用紙製品 製造元 株式会社田中宗吉商店と記されている。 
注 20、 田中宗吉商店パンフレット「水引キーホルダー」 
注 21、 梶原勝美『ブランド・マーケティング研究序説Ⅱ』pp.315-317。 
注 22、 飯田水引協同組合、前掲書、p.111。 
注 23、 同上、p.135；「飯田水引」、平成（1997）年 11 月認証。登録番号「4084057 号」、商標権者は飯田
水引協同組合。 
注 24、 梶原勝美『ブランド・マーケティング研究序説Ⅱ』pp.51-54。 
注 25、 本稿をまとめるにあたり、2014 年 4
月 11 日（金）～12 日（土）、再度
飯田を訪問した。その際、田中宗吉
商店 4 代目田中康弘代表取締役に
飯田にある水引博物館の案内ばか
りか素材としての水引の製造工場
（写真 11、参照）も案内していた
だいた。また、多くのヒアリングだ
けではなく、貴重な書籍、資料、等々
の提供という最大限の協力も頂い
た。ここに記して、感謝の意を表す
るものである。 
 
 
 
付記：本稿中の写真は（株）田中宗吉商店の許可を得て、すべて私が撮影したものである。 
写真 11、水引の素材の製造工程 
